







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	表紙
	中表紙
	目次
	I 序
	1. 調査の目的
	2. 調査団の編成
	3. 調査スケジュール
	4. 謝辞

	II 結論
	1. 要旨
	2. 結論
	2-1 合繊需要予測
	2-2 合繊原料需給動向
	2-2-1 BTX
	2-2-2 ポリエステル原料
	2-2-3 ナイロン原料
	2-2-4 アクリル原料

	2-3 企業化すべきモノマーの選択
	2-3-1 ポリエステル原料
	2-3-2 ナイロン原料
	2-3-3 アクリル原料

	2-4 ポリエステル原料
	2-5 ナイロン原料
	2-6 インドネシア国家への貢献
	2-6-1 外貨の節約
	2-6-2 潜在価格を用いた経済性評価



	III 調査方法
	1. 調査方法全般および作業範囲
	(1) 工業化プランの作成
	(2) 建設すべき工場の具体案
	(3) 経済、社会発展に与える貢献度

	2. 合繊需要予測
	2-1 世界の地域別・素材別合繊生産量の予測方法
	2-2 インドネシアの1971年の素材別繊維消費量の推定方法
	2-2-1 推定方法
	2-2-2 11か国輸出統計の処理方法

	2-3 インドネシアの合繊需要量の予測

	3. 合繊原料需給動向
	4. 価格予測
	4-1 プラント建設費
	4-2 価格予測

	5. 建設費見積りの範囲
	5-1 プロセスプラント
	5-2 計装設備
	5-3 用役設備
	5-4 保全設備
	5-5 分析、検査、技術室
	5-6 倉庫および出荷設備
	5-7 タンクヤード
	5-8 予備品
	5-9 機械倉庫
	5-10 廃棄物処理設備
	5-11 保安設備
	5-12 通信設備
	5-13 事務所その他
	5-14 その他
	5-15 福利設備

	6. 経済性評価基礎条件および方法
	6-1 資金
	6-2 返済方法
	6-3 投資額
	6-4 操業条件
	6-5 固定費
	6-6 比例費
	6-7 General Administrative Expenses, Selling Expenses
	6-8 Corporate Tax
	6-9 Internal Rate of Return

	7. 国民経済からみた経済性評価
	7-1 外貨収支
	7-2 国民経済からみたプロジェクトの評価


	IV 需要予測
	1. 序
	2. 世界の地域別・素材別合繊生産量の予測
	2-1 世界の今後の繊維事情
	2-2 世界の地域別・素材別合繊生産量

	3. インドネシアの繊維消費の現状
	3-1 総繊維消費量
	3-1-1 これまでの総繊維消費量に関する調査
	3-1-2 1971年の総繊維消費量

	3-2 素材・形態別繊維消費量
	3-2-1 これまでの素材・形態別繊維消費量に関する調査
	3-2-2 1971年の素材別繊維消費量


	4. インドネシアの合繊需要量の予測
	4-1 国内総繊維需要量
	4-2 国内合繊需要量
	4-2-1 合繊化率
	4-2-2 素材別合繊需要比率
	4-2-3 素材別国内合繊需要量
	4-2-4 現地調査による知見

	4-3 合繊原糸・原綿生産可能量
	4-3-1 合繊原糸・原綿加工量
	4-3-2 合繊原糸・原綿輸出量
	4-3-3 合繊原糸・原綿生産可能量



	V 合繊原料需給動向
	1. 序
	1-1 合繊原料生産設備増設の停滞
	1-2 合繊原料工場へのフィードストックの不足
	1-2-1 米国における製油所建設の停滞
	1-2-2 米国政府の燃料重点政策

	1-3 石油化学工場の事故多発

	2. 合繊原料工業の特質
	3. 芳香族
	3-1 米国の需給状況
	3-1-1 米国のベンゼン需給状況
	3-1-2 米国のトルエン需給状況
	3-1-3 米国の混合キシレン需給状況
	3-1-4 芳香族不足の原因
	3-1-5 不足緩和の見通し

	3-2 西欧の需給状況
	3-2-1 芳香族不足の背景
	3-2-2 西欧のベンゼン需給状況

	3-3 日本の需給状況
	3-3-1 日本のベンゼン需給状況
	3-3-2 日本のトルエン需給状況
	3-3-3 日本の混合キノレン需給状況


	4. ポリエステル原料
	4-1 概説
	4-2 p-TPA/DMT
	4-2-1 p-TPA/DMTの過去の需給状況
	4-2-2 p-TPA法とDMT法に関する各メーカー動向
	4-2-3 p-TPA法とDMT法のマクロ的動向
	4-2-4 p-TPA法とDMT法の比較
	4-2-5 p-TPA/DMTの需給予測

	4-3 パラキシレン
	4-4 酸化エチレンおよびエチレングリコール
	4-4-1 米国のエチレンオキサイド需給見通し
	4-4-2 西欧のエチレンオキサイド需給見通し
	4-4-3 東南アジアのエチレンオキサイド需給見通し
	4-4-4 世界のエチレンオキサイド需給見通し


	5. ナイロン原料
	5-1 概説
	5-2 ナイロン66とナイロン6
	5-3 カプロラクタム
	5-3-1 カプロラクタムの過去の需給状況
	5-3-2 カプロラクタムの需給予測

	5-4 シクロヘキサン
	5-4-1 シクロヘキサンの需要構造
	5-4-2 米国のシクロヘキサン需給見通し
	5-4-3 西欧のシクロヘキサン需給見通し
	5-4-4 東南アジアのシクロヘキサン需給見通し
	5-4-5 世界のシクロヘキサン需給見通し


	6. アクリル原料
	6-1 アクリロニトリルの過去の需給状況
	6-2 世界のアクリロニトリル需給見通し


	VI 価格動向および予測
	1. 価格動向
	2. 価格予測
	2-1 原油価格
	2-2 ナフサ価格
	2-3 BTX
	2-4 シクロヘキサン、パラキシレン
	2-5 カプロラクタム
	2-6 p-TPA, DMT
	2-7 アンモニア
	2-8 硫安
	2-9 硫酸
	2-10 酢酸
	2-11 メタノール
	2-12 エチレングリコール


	VII 立地調査
	1. 化学工業立地の諸条件
	2. 合繊原料工業における工場配置
	3. 芳香族抽出、シクロヘキサン、パラキシレンプラント立地の特殊条件
	4. TPAおよび／またはDMTプラント立地の特殊条件
	5. カプロラクタムプラント立地の特殊条件
	6. インドネシアの特殊条件
	7. インドネシア各地の比較
	7-1 南スマトラ(Palembang)
	7-2 東部ジャワ(Surabayaの近郊)
	7-3 中部ジャワ(Cilacap)
	7-4 西部ジャワ
	7-5 北スマトラ(Medan近郊、Aceh近郊)

	8. 立地に関する結論
	8-1 BTX、パラキシレン、シクロヘキサンプラント立地
	8-2 TPA/DMTプラント立地
	8-3 カプロラクタムプラント立地


	VIII BTX、パラキシレン、シクロヘキサンの製造
	1. 序
	2. BTX製造
	3. パラキシレンの製造
	4. シクロヘキサンの製造
	5. プロセスの説明
	5-1 BTXの溶剤抽出
	5-2 トルエンの不均化
	5-3 パラキシレンの分離、異性化
	5-4 ベンゼンの水素添加


	IX ポリエステル原料(p-TPA, DMT)
	1. 製造能力の設定
	1-1 需要予測よりみた製造能力
	1-2 経済規模よりみた製造能力
	1-3 立地面からの制限
	1-4 製造能力についての結論

	2. 製造品目の選定
	2-1 歴史的考察
	2-2 新増設の動向からの考察
	2-3 インドネシア国内の需要構造の面からの考察
	2-4 経済性の比較
	2-5 製造品目についての結論

	3. プロセスの選定
	3-1 プロセス選定の一般的条件
	3-2 ポリエステル製造と原料ルート
	3-3 TPAプロセスの選定
	3-4 DMTプロセスの選定
	3-5 p-TPA, DMT併産プロセス
	3-6 プロセス選定の結論

	4. プロセスの説明
	4-1 Amoco法TPAおよびDMTプロセス
	4-2 Witten法DMTプロセス

	5. プラントの建設、運転
	5-1 建設のスケジュール
	5-2 建設費の見積り
	5-3 人員
	5-4 運転指導
	5-5 工場配置

	6. 経済性評価
	6-1 生産量、稼動率
	6-2 国内向出荷量、輸出量
	6-3 製造原価計算
	6-4 DCF法による評価
	6-5 p-TPAとDMTの価格について

	7. インドネシア国家に対する貢献

	X ナイロン原料(カプロラクタム)
	1. 製造能力と立地
	1-1 需要予測
	1-2 プラントの規模
	1-3 製造能力の決定

	2. プロセス概要
	2-1 プロセスの動向
	2-2 カプロラクタムのプロセス概要
	2-3 各種プロセスの概要とその比較
	2-3-1 フェノール法(Allied法およびRaschig法ヒドロキシルアミン製法)
	2-3-2 DSM法
	2-3-3 BASF法
	2-3-4 Inventa法
	2-3-5 PNC法
	2-3-6 SNIA法
	2-3-7 ニトロシクロヘキサン法
	2-3-8 Techni-Chem法
	2-3-9 ラクトン法(UCC法)
	2-3-10 プロセス選定


	3. 選定したプロセスの詳細な説明
	3-1 新DSM法
	3-1-1 新DSM法の化学反応
	3-1-2 新DSM法のプロセスフロー

	3-2 PNC法
	3-2-1 PNC法の化学反応
	3-2-2 PNC法のプロセスフロー

	3-3 BASF法およびNew Inventa法
	3-3-1 プロセスの説明

	3-4 各プロセスの原単位比較

	4. プラントの建設、運転
	4-1 建設のスケジュール
	4-2 建設費の見積り
	4-3 人員
	4-4 運転指導
	4-5 工場配置

	5. 経済性評価
	5-1 生産量、稼動率
	5-2 国内向出荷量、輸出量
	5-3 製造原価計算
	5-4 DCF法による評価

	6. インドネシア国家に対する貢献

	裏表紙

